
●必ずしも社長である必要はありません。
責任の取れる代表者としてください。出来
れば社判を押します。

●すべて１．に丸をしてください。但し、旧モ
デルの無い場合は２段目は記入しないでく
ださい。

●この部分は工業会の記載部分なので何も記入しない
でください。

●ここは工業会使用欄なので空白にします。

中小企業経営強化税制証明書 記入確認シート

中小企業経営強化税制証明書（様式１-１、様式２）の提出前に下記の事項を全て確認
の上、提出いただくようお願いいたします。

（様式１-１）
通常の分析装置
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●当工業会で取り扱う設備の種類は「器
具・備品」です。そのほかは工具という分類
もありますが、工具としたいときには事前に
工業会にご相談ください。種類細目は通常
の分析装置は「試験または測定装置」とな
りますので書き換えないでください。

●所在地に関して変更のある場合

申請時は空欄に似て追いてください。経営力向上計画に
記載した時と変更のある場合、税務署に提出するときに
記載します。

●設備の名称、型式を記入します。名称は
ユーザーの資産台帳の名称に合わせます。
本社名・事業所名は納入先の本
社および使用場所です。

OK

OK

OK

OK

OK

OK

●ソフトウエアは当工業会の取り扱い範囲
外なので既にチェックが入っています。この
ままにしておいてください。

○非会員のみ
※返信用封筒をご用意ください。

OK

●内容に不備などがある場合にお問い合
わせのできる担当の方をご記入ください。

OK

OK



①受付番号は工業会で記入いたしますので空欄
にしておいてください。
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（様式２）【審査用チェックシート】

⑥<生産性向上>
③で記入した一代前モデルと最新モデル比較指標数値と⑤で記入
した年度差で年平均生産性向上率を計算します。
計算結果の年平均生産性向上率を記入します。
●生産性向上率／年平均は1%以上ですか。
●計算根拠となる数値のエビデンスを添付します。

<計算例>
*1サンプルの分析時間短縮
一代前モデル：10分 → 最新モデル：8分、年度差5年
2分の短縮（生産性向上）
2/10=20% 20%÷5年=4%／年平均

＊生産性向上の内容には比較数値が少なる場合（短縮）と数値が
増える場合の２つのケースがある。

OK

③当該設備の販売開始された年月、および年度を
記入します。また、当該設備を取得等する年月、
および年度を記入します。

「登録のみ」の場合は申請対象となる年（年度）の
み記入します。
計算結果は６年以内であることが必要です。

⑤<一代前モデルと比較する指標の数値単位>
●カタログ・仕様書等に数値で記載されているもの
を採用します。
●比較すべき一代前モデルがない場合は下記の
⑦の項を参照ください。

OK

⑦比較すべき一代前モデルがない（新商品など）場合の対処方法。
1)社内の類似する機能・性能を持つ設備を抽出し、その設備と比較し、生産性向上の事実を示す。
2)客観的に世の中に今までなかった新製品であることを証明するドキュメントを添付する。

④<比較指標>
比較指標1～4のいずれかに○をします。

かつ、【】の中に比較する指標の具体的な内容を
記入します。

OK

②申請の区分
１．初回 ：申請設備の証明書を発行し、同
時に型式を登録します。
２．2回目以降：既に型式は登録済みで、工業会

の登録番号を工業会ホームページで確認して記
入します。申請設備の証明書発行します。
<ご注意> 納入する設備名称、型式が登録済み

の名称型式と同一でない場合は、登録済みの型
式（要素）が納入する設備に含まれていることが
証明できるエビデンスが必要です。
３．登録のみ：工業会会員のみ利用可能です。
事前に型式の登録のみを行います。

OK

OK

OK

OK
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